
 

令和 7 年度 介護事故統計について（報告） 
                                介護事故防止委員会 

 

令和 7 年度の介護事故統計を取りまとめましたので、下記の通り報告します。 

記 

 

１． サンホームふじみの令和 7 年度の事故件数は 138 件で、そのうち前橋市に報告した

事故が 8 件、軽事故が 130 件だった。市に報告した事故のうち、自立動作中の事故は

5 件、原因不明・介助時と思われる事故が 3 件だった。原因不明・介助時と思われる事

故に関しては自立動作がない方に起きた事故である為、介助時に注意をすれば防げて

いたかもしれない事故である可能性がある。 

軽事故については、落薬や飲み忘れ等の薬関係の事故も目立っており、これらに関し

ても確認が充分にできていれば防げたものであると思われる。また、皮下出血等の報告

も多く、介助も充分注意して対応していかなくてはいけないと思う。 

人員不足により職員の心理的にも余裕がない状態が続いている為、職員の補充は早

急に解決しなくてはならない課題であるが、それと同時に職員同士の連携や介助時の

確認を充分に行う、落ち着いて介助にあたる等、基本的な部分を徹底していき“防げた

はずの事故”を減らしていく必要があると思われる。 

 

２． ふじみのさとの令和 7 年度の事故件数は 82 件で、そのうち前橋市に報告した事故が

2 件あり、1 件目はリハビリ意識が強く自ら毎日運動していたための疲労骨折が原因だ

った。このようなケースもあるため本人に任せたままではなく、職員の助言なども必要

な件だった。もう 1 件は自立動作中の転倒による骨折のもので、夜間帯に動きだした

際に転倒してしまったものだった。職員 1 人の時間帯ということもあり、センサー作

動しすぐに訪室したが間に合わず転倒してしまっている。早く対応できていれば防げ

た事故かもしれない。今後も自立動作中の事故には、早期対応できるようセンサーの設

置、補充の検討。転倒してしまった際の衝撃緩和など重大事故に繋がらないよう観察、

対応していく。 

   その他の多い軽事故については、皮下出血や傷などの報告だった。対象者が同一人物

のパターンが多かったため、その点が問題だったと思う。同一人物に同様の怪我や皮下

出血の報告があり、徹底した改善案が早期に必要だった件だと思われる。 

  前年度からの観察をしても、同様の軽事故が続くような傾向があるように思われる。同

じような軽事故を防ぐことで、重大事故に繋がらないように対応していく。 



 

３． 第１デイサービスは、重大事故が 1 件、軽事故が 10 件であった。内、転倒が 7 件、

貼付薬、内服忘れが 2 件、送迎中 2 件、物の紛失 1 件だった。転倒はほぼ自立動作中

のものだったが同一の利用者で認知、身体機能が低下しており職員共通で注意を促し

ていたが防げないものも多く、より職員間の見守りの連携を強化する必要が感じられ

た。現在の利用者の介護度の上昇、ADL の低い方が増えている事もあり、転倒は在宅

での生活に影響を及ぼしかねないケガに繋がる恐れがある為、今後も個々の状態、様子

をより注意深く観察、支援を行っていく。その他でも運転中の車を当ててしまった事故

や薬の内服忘れ等、ヒューマンエラーでの事案もある為、改善案に基づき、職員間での

情報共有、職員各々の仕事への意識向上が大切だと思われる。 

 

４． 第２デイサービスの令和７年度の事故件数は 14 件で、そのうち前橋市に報告した事

故が 1 件あった。トイレ介助時に手すりにつかまり損ね、バランスを崩し、壁（柱）に

ぶつけたものだった。すぐ横に職員が付いていた為床に転ぶことはなく支えられてが、

前方の壁（柱）はよけられなかった。朝から足の運びが悪かったこともあり、体調不良

などで朝から足のふらつきがある方等しっかり職員間情報共有し観察すれば未然に防

げた事故もあったと思われる。職員の危険意識が違う事もある為、全員が統一して事故

の無いように取り組むことが必要だと思われる。 

 

５．全体のまとめ 

富士見会全体としては、令和 7 年度は重大事故が 12 件、軽事故が 233 件となってい

る。昨年と比較し重大事故が 9 件、軽事故が 7 件減少している。重大事故の大半が自

立動作中の事故であり、本人の主体性、自分で動きたいという気持ちを尊重しつつ、 

  如何に安全に過ごしてもらえるかを考える必要があると思われる。その中で如何に、 

  起こった事案に対した適切な対策を取れるかが防げたかもしれない事故や今後おこり

える可能性がある事故を未然に防ぐ事に繋がると考えられる。各部署で人員不足傾向

にあり、日々の業務に追われ普段なら見過ごす事がないような場面も疲れや焦りによ

って気が付けない事も多々あったとも思われふじみ会、全体としても十分な人員確保

が必要と思われる。今後、職員が確保出来た場合でも職員各々が事故を防ぐという意識

を高く持ち、業務に臨み、入居者、利用者様に安全安心な環境を提供したいと思う。 


